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学校再編実施校との意見交換会での主な意見 

H28 年 2 月 17 日～2 月 24 日（市内 5 校で実施） 

 

（1）学校生活と学習状況、学習（学校）環境について 

  ・統合して良かったと思っている。 

  ・複式学級から単式学級になることへの抵抗感もあったと聞いている。 

・人数が多くなることによって、人間関係のトラブルは増えたように思う。 

（2）学校行事について 

・学校独自の行事が統合で無くなった。 

・役員でない PTA会員の参加は少ない。 

・子どもにとって新しい行事もある。 

（3）地域と学校との関わりについて 

  ・学校が無くなり、地域は寂しく感じている。 

  ・小学校がない地域は土地の価格も下がるし、経済的にも影響がある。 

・地域への愛着がなくなっていくのではとの危機感がある。 

・地域との関わりがなく馴染めないことは統合のデメリット。 

・（子供が減ったため）地区の田植え囃子をしなくなった。 

（4）通学について 

  ・バス通学となり、助かっている。 

（5）部活動について 

・毎年のように中国大会、全国大会に出場しており、統合の成果が大きく出て

いる。 

・部活動の選択肢がないことで校区外の学校へ進学する子もいる。 
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